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　お話は、戦争法の成立を受けて流されないために、自分の中にきちっとした価値基準を持つことが必要だと、「憲法とは何だったっけ？」から始められました。日本国憲法の成立過程から明治憲法との比較、憲法とはどういうものかを踏まえた上で自民党改憲草案の批判。ぎっしり詰まった講義の全体を紹介するのは難しく、私個人の関心でまとめさせていただきます。


●憲法とは


意識して国を作る、その設計図が憲法だ。明治憲法から、日本国憲法への変化は、「国家・天皇を大切にする」憲法から「一人ひとりを大切にする」憲法への「憲法価値の転換」だった。


●日本国憲法の


理念と基本原理


◇個人の尊重を中核とする立憲主義の理念


　すべての人々が個人として尊重されるために、最高法規としての憲法が、国家権力を制限し、人権保障をはかるという立憲主義の理念を基盤としている。


◇基本原理


　立憲主義に立脚し、国民主権、基本的人権の尊重、恒久平和主義を基本原理としている。


●法律と憲法の違い


◇法律は、国民の自由を制限して、社会の秩序を維持するためのもの→国民に対する歯止め


◇憲法は、国家権力を制限して、国民の人権を保障するもの→国家に対する歯止め→ 憲法に人権規定ばかりなのは当たり前。


●自民党改憲草案


２０１２年、野党時代の自民党が発表した改憲草案は、ホンネが現れている。結党以来、自主憲法制定を党是としてきた自民党の考えは、国防軍を創設し日米同盟を強化する、「軍事的経済的に【強い国】づくり＝戦前回帰・富国強兵」。


改憲草案は、３つの義務に加え、新たに１０の義務を国民に課し、「国を縛る憲法から国民を縛る憲法へ」逆転させる。


立憲主義の破壊


国民主権の後退


基本的人権保障の形骸化


「戦争ができる国」へ


●国家緊急権


　（非常事態条項）


　「国家緊急権（非常事態条項）」は、平時には許されない人権制限が許され、行政権が立法権・司法権をも掌握する→「人権保障と権力分立の停止」。常に乱用の危険がある。テロ対策も、テロの標的にならないことが一番であり、現行憲法の下での対策で十分。憲法改正では国民の命は守れない。「武力行使」と「武器使用」は英語では同じ。


●今、私たちに


　　必要なこと


◇この国をどんな国にしたいのか、私たち自身が覚悟を決めること。――国は与えられるものでなく、私たちが創り上げるもの。


◇憲法を知り、自立した市民として、それぞれが主体的に行動すること。


◇おかしいことには、おかしいと声をあげること。


●質疑から


　Ｑ　明確に憲法に違反する法律を作る政府・国会を罰する仕組みはないのか？


　Ａ　議員・公務員は制裁を受けない。ただす方法としては２つ、①裁判所によって司法の場で無効と宣言する。②違反する政治家を選ばない。


司法を健全に機能させるためにも政権交代が必要。最高裁判事たちも市民の意識の変化を受け止める。どんな素晴らしい憲法であっても国民のレベル以上にはならない。具体的にできる行動の一つが「２千万署名」であるし、焦らずに意思表示の機会を活かすこと。投書や電話をして「今日の記事は良かった」と褒める、マスメデイアの現場の人達を視聴者・読者が応援するのも一つだ。（むらき数子・記）
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　調布九条の会「憲法ひろば」は、今年最初の例会を１月17日午後、あくろすホールで開きました。


　「自民党憲法草案を読み直す･･･日本を戦争する国にしないためには？」と題して、伊藤塾塾長、日弁連憲法問題対策本部副本部長の伊藤真さん（写真右上）が熱弁をふるいましたが、市外からの参加者も多く、会場から溢れる１１５人が熱心に聞き入りました。司会は丸山重威世話人（写真左）、レポートはむらき数子世話人にお願いしました。　（編集部）
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